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（仮称）栗東市手話言語条例（案） 

（仮称）栗東市市民をつなぐ情報・コミュニケーション条例（案） に対する 

パブリックコメント実施結果について 

 

 

   【意見募集の概要】 

   （１）意見募集期間   令和元年１２月２５日（水）～令和２年１月２０日（月） 

   （２）意見募集の周知  広報りっとう、市ホームページ等 

   （３）閲覧場所     市ホームページ、障がい福祉課窓口、 

情報公開コーナー（市役所１階） 

               各コミュニティセンター 

   （４）意見の提出方法   郵送、持参、ファックス、Eメール、手話 

 

 

   【意見募集の結果】 

    意見の概要と市の考えは以下のとおりです。 

    （提出された意見は、趣旨を損なわない範囲で要約しております。 ） 

 

 

      提出件数 １９件（７名） 

項目等 件数 

条例全体に係る意見  ８ 

手話言語  第４条      市の責務  ３ 

      第７条/第８条   事業者の役割/施策の推進  １ 

      第８条/第９条   施策の推進/協議の場  １ 

      第９条      協議の場  １ 

      第１０条     財政上の措置  １ 

情報・コミ  第７条/第８条   事業者の役割/施策の推進  １ 

      第８条/第９条   施策の推進/協議の場  １ 

      第９条      協議の場  １ 

      第１０条     財政上の措置  １ 

合計 １９ 
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意見 

番号 
該当箇所 ご意見 ご意見に対する市の考え方 

１ 条例全体 

 

マタニティマーク、ヘルプマークの 

ように、かばん等につけるマークが 

あれば、手話やコミュニケーション 

に配慮が必要な方が、ひと目でわか 

ると思う。また、福祉に興味のない 

人も、町中でマークを目にすること 

により、自分のまわりに手話や助け 

を、必要としている方がおられるこ 

とを認識するきっかけになるかもし 

れない。条例の周知を行う上でも、 

マークがあれば良いと思う。 

だたし、当事者でもマークを身につ 

けることに、抵抗がある人もいるか 

もしれない。 

視覚的に見て分かりやすいマークは、 

周囲の人が、配慮を必要とする人が 

困っている際に、声かけをしやすく 

なる、きっかけとなると考えます。 

マークを身につけることに抵抗がある 

人への配慮もしながら、現在、障がい 

福祉課窓口で配布している、ヘルプ 

マークの普及、啓発をさらに促進し、 

必要必要とされている人の手に届くよ 

うにしていきたいと考えております。 

いただいたご意見につきましても、施 

策の実施に際し、参考とさせていただ 

きます。 

２ 条例全体 

 

条例施行後、手話を広く知ってもら 

うためにも、小・中学校の勉強で、 

年に２回程度、授業をしてほしい。 

学校で習う事によって、家庭内で家 

族に伝えてもらえるので、手話への 

意識が広まると思う。 

情報・コミュニケーション条例の第８ 

条で、「市は、学校等の教育における 

多様なコミュニケーション手段に接す 

る機会の提供並びに理解及び利用の促 

進を図るために必要な措置を講ずるよ 

う努めるものとする。」としておりま 

す。ご意見として拝聴いたしました。 

３ 条例全体 

 

手話は言語である事、障がいを持っ 

ている方のコミュニケーションが制 

限されている事など、もっと市民が 

知っていくことが大切だと思う。 

手話は言語であるとの認識、障がい者 

のコミュニケーションの現状の理解を 

市民に広めるため、施策を総合的かつ 

計画的に策定し、推進していきたいと 

考えております。 
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意見 

番号 
該当箇所 ご意見 ご意見に対する市の考え方 

４ 条例全体 

 

子どもたちに、手話や多様なコミュニ 

ケーションに関する教育をしてほしい。今は、

手話サークルが学校からの依頼を受け 

て、手話教室に出向いている。市が主 

になって、学校での「知っていく時間」 

を作ってほしい。そのために必要な予 

算も、お願いしたい。 

学校等の教育現場において、子ども 

たちが手話、点字等の多様なコミュ 

ニケーション手段に接することで、 

それらを教育段階で理解し、利用の 

促進を図ることができ、多様なコミ 

ュニケーション手段に対する理解の 

すそ野が広がるものと考えます。 

このことから、市内の小・中学校の 

教育活動の中に、多様なコミュニケ 

ーション手段に接する学習を取り入 

れるよう、努めてまいります。 

５ 条例全体 

 

現在、手話講座は夜間だけであるが、 

昼間の講座を開いたり、市民が気軽に 

参加できるような単発講座などで、手 

話を広めて欲しいし、手話にであう機 

会を作って欲しいと思う。 

施策の推進にあたり、参考とさせて 

いただきます。ご意見として拝聴い 

たしました。 

 

６ 条例全体 

 

市が主になり、具体的な事が話し合わ 

れる会を立ち上げて欲しい。条例が制 

定されて、具体的に変わった‼と分かる 

ようになって欲しい。 

協議の場を設け、ご意見を聞いた上 

での施策の推進を図ることで、計画 

的に、手話の言語としての認識に関 

する施策や、多様なコミュニケーシ 

ョン手段の理解及び利用の促進に関 

する施策に取り組んでいきたいと考 

えております。 

７ 条例全体 

 

手話を学んでいる立場から、このよう 

な条例が制定されることに賛成。聞こ 

えない人の状況が理解されて、聞こえ 

ない人も、健聴者も共に過ごしやすい 

町になることを望む。 

全ての市民が共生していく社会の実 

現に当たっては、市民の皆さまに基 

本理念に対して理解を深めていただ 

き、市が推進する施策に協力してい 

ただくことが欠かせないと考えてお 

ります。ご意見として拝聴いたしま 

した。 
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意見 

番号 
該当箇所 ご意見 ご意見に対する市の考え方 

８ 条例全体 手話言語条例とコミュニケーション条 

例を、それぞれ作ることに感謝してい 

る。 

２つの条例の目的を実現する為に、 

趣旨を市民の皆さまに理解していた 

だき、施策を実施していくことが重 

要であると考えておりますので、条 

例の周知や啓発に努めてまいります。 

９ 手話言語 

第４条 

手話講座が昼間開講であれば、受講で 

きる人も多いのではないか。（子育て中 

の母親など） 

施策の推進にあたり、参考とさせて 

いただきます。ご意見として拝聴い 

たしました。 

 

１０ 手話言語 

第４条 

小学校での人権学習や学童保育で、手 

話を学ぶ子ども達が居るので、親子で 

理解を深め、手話を継続して学んで欲 

しいと願う。 

学校等教育の場において、子どもた

ちが手話を学ぶ機会を提供すること

は、手話に対する理解や普及を促進

するための、重要な施策であると認 

識しております。  

ご意見として拝聴いたしました。 

 

１１ 手話言語 

第４条 

教育委員会や幼児課と共議をして、手 

話の学びを積み重ねていけるよう、取 

り組んでほしい。 

施策の推進にあたって、関係部署と 

連携を図っていきたいと考えており 

ます。 

 

１２ 手話言語 

第７条 

第８条 

病院の待ち合いでの呼び出し方法の工 

夫についての提案 

(例)フードコートのように、お知らせ 

ブザーを渡す。 

電光掲示板を設置する。既に電光掲示 

板がある場合でも、見ておらず、分か 

らない場合がある。そのため、呼び出 

す際に番号を掲示するだけでなく、ラ 

ンプを光らせ、視覚的に分かりやすい 

方法で呼ぶ。 

 

事業者の皆さまにも、市の推進する 

施策に協力していただくよう求めて 

いきたいと考えております。 

いただいたご意見は、施策の推進に 

あたり、参考とさせていただきます。 
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意見 

番号 
該当箇所 ご意見 ご意見に対する市の考え方 

１３ 手話言語 

第８条 

第９条 

 

協議の場を設ける際、第８条の施策の 

推進のために、次の方々の出席が必要 

と考える。 

教育委員会、幼児課、商工会、病院・ 

医院の代表の方 

ご意見として拝聴いたしました。 

 

１４ 手話言語 

第９条 

 

消防署、警察、幼児課、教育委員会、 

商工会、病院の方々と協議を重ねてほ 

しい。 

必要に応じて、他機関や関係部署と 

連携を図っていきたいと考えており 

ます。 

ご意見として拝聴いたしました。 

１５ 

 

手話言語 

第１０条 

 

より良い施策を実施してもらえるだけ 

の予算をつけてほしい。 

第１０条で、「市は、第８条各号に規 

定する施策を推進するため、予算の 

範囲内において、必要な財政上の措 

置を講ずるよう努めるものとする。」 

としております。 

ご意見として拝聴いたしました。 

１６ 情報・コミ 

第７条 

第８条 

病院の待ち合いでの呼び出し方法の工 

夫についての提案 

(例)フードコートのように、お知らせ 

ブザーを渡す。 

電光掲示板を設置する。既に電光掲示 

板がある場合でも、見ておらず、分か 

らない場合がある。そのため、呼び出 

す際に番号を掲示するだけでなく、ラ 

ンプを光らせ、視覚的に分かりやすい 

方法で呼ぶ。 

 

事業者の皆さまにも、市の推進する 

施策に協力していただくよう求めて 

いきたいと考えております。 

いただいたご意見は、施策の推進に 

あたり、参考とさせていただきます。 

１７ 情報・コミ 

第８条 

第９条 

 

協議の場を設ける際、第８条の施策の 

推進のために、次の方々の出席が必要 

と考える。 

教育委員会、幼児課、商工会、病院・ 

医院の代表の方 

ご意見として拝聴いたしました。 
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意見 

番号 
該当箇所 ご意見 ご意見に対する市の考え方 

１８ 

 

情報・コミ 

第９条 

 

消防署、警察、幼児課、教育委員会、 

商工会、病院の方々と協議を重ねてほ 

しい。 

必要に応じて、他機関や関係部署と 

連携を図っていきたいと考えており 

ます。 

ご意見として拝聴いたしました。 

１９ 

 

情報・コミ 

第１０条 

 

より良い施策を実施してもらえるだけ 

の予算をつけてほしい。 

 

第１０条で、「市は、第８条各号に規 

定する施策を推進するため、予算の 

範囲内において、必要な財政上の措 

置を講ずるよう努めるものとする。」 

としております。 

ご意見として拝聴いたしました。 

 

 


